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学校だより
夕暮れが日に日に早まるとともに、風の冷たさも感じるようになってきま

した。学校行事も一段落し、生徒たちは落ち着いて学習に取り組んでいます。
過日に行われた音楽会では、多くの保護者の方にご来場いただき、ありが

とうございました。生徒たちは、音楽会に向けての活動で、計画的に、着実
に練習を重ねていました。各学級での中心となる生徒たち、その意を汲み、
支える生徒たちの姿が見られ、学級が一つにまとまっていく様子が見られま
した。 【パンジーの群：中庭】

当日は閉鎖の学級もあり、ご心配をおかけしました。生徒たちからも、全校で音楽会に参加でき
なかったことを残念に思う声が聞かれましたが、参加できなかった仲間や学級の分まで頑張ろうと
する姿が見られました。友だちや仲間を思う温かな猪子石中学校の生徒たちであることが、とても
よく伝わってきました。
参加できなかった学級は、後日、発表を行いました。目標を再設定し、そこへ向けて気持ちを高

め維持することは、とても大変であったと思います。この取り組みでの経験や感じた思いを、これ
からの学校生活で生かしてほしいと願っています。そして、生徒たちを支え励ましてくださった保
護者の皆さま、ありがとうございました。
２学期も残すところ約１か月となり、各学年は２学期のまとめの時期に入ります。生徒たちには、
実り多い２学期を過ごすことができるよう、充実した生活を送ってほしいと願っています。

◇◆◇ シェイクアウト訓練 ◇◆◇
1１月７日(火)の昼放課にシェイクアウト訓練を行いました。
シェイクアウト訓練とは、地震の揺れから命を守るために、「ＤＲＯＰ（姿勢を低くする）」、「Ｃ
ＯＶＥＲ（頭を守る）」、「ＨＯＬＤ ＯＮ（じっとする）」の３つの動作を身に付けるための地震
防災訓練です。
これまでの訓練は、担任の先生が教室にいる中で一緒に放送を聞いての避難訓練でしたが、今
回は実際の場面に近付けるために「今週のどこかで訓練があります」との予
告をし、日時は伝えずに実施しました。
当日は、それぞれの場所で自由に過ごしていた昼放課でしたが、突然、「訓

練、訓練…」と緊急地震速報の放送が流れると、一瞬、何が起きたのか理解
できずに動きを止め、放送を聞き取ろうとする姿が見られました。すぐに今
までの訓練を思い出し、教室にいた人は机の下へ、廊下や階段にいた人は、
周囲を見て「落ちてこない」「倒れてこない」「動いてこない」場所へ素早く
移動して３つの動作をすることができていました。
訓練の放送までは、校舎に話し声や笑い声が響いていましたが、訓練開始と 【避難する生徒･職員】

ともに校舎は静まり、しゃがんだままじっとして、次の指示を待つ姿が見られました。

◇◆◇ １年生 道徳 ◇◆◇ ◇◆◇ キャリア教育 ◇◆◇
和菓子職人をお招きし 本校では、多様な学びを通して自分

て、無形文化財に登録さ のよさに気付き、夢を抱き、その実現
れた和菓子づくりを通し に向かって自他を大切にしながらたく
て、「昔から変わらない ましく生きることができるように、キ
こと」「時代を通して変 ャリア教育に努めています。①自己理
わりゆくこと」を捉え、 解・自己管理能力、②人間関係形成・
伝統を「受け継ぐ」こと 社会形成能力、③課題対応能力、④キ

【和菓子が作られる様子を見る生徒】 を学びました。 ャリアプランニング能力の４つの力を
目の前で、和菓子ができあがっていく行程を、じっ 育むことを目指し、キャリアナビゲー

と見つめる生徒の徒の姿が見られました。 ターの榊 加織さんとともに、３年間
伝統や行事を大切にした和菓子、時代に合わせて進 を見据えて取り組んでいます。

化した和菓子があることを学びました。伝統を受け継 今後、職業講話や職場体験等の活動
ぐことは、昔からの文化を大切にしながらも、社会の が予定されています。今までに培った
移り変わりとともに新しいことを加えながら文化がつ 力が生かされ発揮できるよう願ってい
くられていくことを学びました。 ます。

◇学校教育努力点目標◇ 「考動しよう！！！」

～自分で考え、行動に移すことができる生徒の育成～


